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Neptis philyra and Pieris melete from the Tsushima Islands 
(Lepidoptera: Nymphalidae & Pieridae) 
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対馬 は 朝鮮 半島 と 九州 本 島 と の 間 に 位 置 し , 生物 地理 学 上 興味 深い 問題 を 多く も っ た 離島 で ある . 対馬 下島 (長崎 
県 上 県 郡 , 435km?) と 上 島 (長崎 県 下 県 郡 , 247km?2) お よび その 属 島 と か ら な り , 上 島 と 下島 を 合わ せる と 682m 
達し , 南 千 島 を 除け ば , 沖縄 本 島 , 佐渡 島 , 奄美 大 島 に 次 ぐ 本 邦 第 4 位 の 面積 を も っ て いる . 鳥 全体 が 隆起 準 平原 で 
矢立 山 649m を 最高 峰 と する 山頂 部 は 比較 的 平坦 で ある が , 山腹 は 険しく , 谷 が 発達 し , 島 全 体 森 林 に お お われ て 耕 
作 地 は 乏しく , 従っ て 蝶 相 も 離島 と し て は 豊富 で 変化 に 富ん で いる . 

対馬 の 蝶 に は , ツシマ ウラ ボ シ シ ジミ が 特産 種 と し て 有名 で ある ほか , ウラ ナミ ジャ ノ メ を 始め と し て 特異 な 亜 種 
や 亜 種 化 が 進ん で いる 種 が ある . また , 日 本 に は 本 島 の み 土 氷 が 知ら れる タイ ソン モン シロ チョ ウッ を 産 し , Pieris 属 
の 分 布 や 生態 に お いて も 興味 深い 土地 で ある . 

筆者 は , 1973 年 に 対馬 か ら 2 頭目 の ミス ジ チ ョ ッ の 個体 を , また 11 頭 目 と 思わ れる スジ グロ シロ チョ ッ を 採集 し て 
いる の で , ここ に 報告 する . 






































1l. Neptis philyra ミス ジ チ ョ ウ 


ミス ジ チ ュ ョ ッ は Ussuri 一 Amur 地方 ・ 中 国 大 陸 ・ 台 湾 ・ 朝 魚 半 島 お よび 日 本 に 分 布 し , 日 本 で は 北海 道 ・ 本 州 ・ 
四国 ・ 九 州 と , 離島 と し て 佐渡 島 と 対馬 か ら 記 録 が ある . 対馬 で は , 1958 年 5 月 31 日 に 歳 原町 に お いて 吉田 憲司 に よ 
り 1 ? が 採集 きれ て いる の み で (山口 ・ 浦 田 , 1960), その 後 の 採集 報告 は な い . この 個体 は 写真 の 発表 が な く , PE 
紋 そ の 他 に 関す る 記載 る な い . 
筆者 は , 1973 年 6 月 25 日 に 上 県 郡上 県 町 佐 須 奈 に お いて , カエ デ 科 の 1 種 に 飛来 し た l を 採集 し , また この カエ ェ 
デ か ら 5 卵 を 採集 する こと が で きた . 卵 は 自宅 へ も ち 帰 り , 8 月 末 ま で 飼育 し , 中 齢 幼 昌 に まで 成長 し た が , 9 月 に 
渡 区 したため , 死亡 きせ て し まっ た . 

採集 し た 1 ? は , 前 玩 長 36mm で ほぼ 正常 の 大 き さ で ある (中 部 地方 産 の 野外 採集 個体 の 所 蔵 標本 で は 30 一 38mm, 
3E3535—36m m). 

ZEILE OTFEGKUESUD BUCH, kRAS Gb kl HELTAL TEA, MAREACH Os Sl 
部 は , 表面 で は 中 室 の 最大 幅 の 約 2/5, 裏面 で は 約 3/5 に 達する . BOB OERE, これ を 表面 第 2 室 の 
基部 寄り の 白斑 で みる と , TORDAR RSA 次 脈 と 垂直 方 向 の 長 さ の ほぼ 1.7 で 縦 に 長い . この 紋 の 縦横 
比 は 本 州 中 部 産 で は 0.4—1.2 位 で , 正方 形 に 近い か , 横 に 長い 長方形 を し て いる . また , 35 25e. 
と つい て みる と , WRA DEO REAL, 玩 脈 に 垂直 の 横 の 長 さ と の 比 は ほぼ 1.0 で , 正方 形 に 近い . 本 州 中 部 産 で 
は 0.4—0.7 T, 明らか に 横 に 長い . 

後 甚 裏面 の 地 色 は 暗色 調 を 呈し , 本 州 中 部 産 の 最も 暗色 の 個体 に ほぼ 等 し く , この た め 幅 の 広い 白 帯 が 暗色 調 の 地 
色 に 対し , 強い コン トラ スト を な し て いる . 
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ミス ジ チ ョ ッ の 原 記載 は Ussuri—Amur 地域 産 に 対し て な され た も の で ある . これ に 対し , 18784£ Butler は 
石川 千代 松 が 採 集 し 描い た 日 本 産 (詳細 な 採集 地 の 記載 は な い が 関 東 地方 , と くに 東京 周辺 産 と 推定 され る ) (江崎 , 
1955) に 対し , N. alwina に 近い 新種 と し て N. excellens と 命名 し た . この 原著 に は 図 が 添え られ て いな い が , 
UN. excellens は その 後 N. philyra の 亜 種 と し て 扱わ れ , 今日 に 至っ て いる . Ssp. philyra と ssp. excellens と 
の 差異 に つい て は Butler の 原 記載 の 文章 の みか ら で は 判読 で を き な い が , 図鑑 や 論文 の 写真 や 図 で みる と 両者 間 に は 
大 差 が な いよ うに 思わ れる . ミス ジ チ ョ ッ は 朝鮮 半島 に も 分 布 し , ssp. philyra と し て 扱わ れ て いる が , これ も 日 本 
産 と の 間 に 差 異 は 見 出し 難い . 従っ て , ここ に 報告 する 対馬 産 の 1 9S 個体 は , 日 本 産 , 朝鮮 産 の いずれ と 比較 し て も , 
白 帯 の 広い 特異 な 個体 で ある . 
































2. Pieris melete スジ グロ シロ チョ ウ 


対馬 の P. melete の 記録 は , 1910 年 Frubstorfer が の 個体 に 基づい て “Pieris melete juba” の 新 亜 種 名 を 
つけ た の が 最初 で も や る が , これ は 現在 で は P. canidia タイ ソン モン シロ チュ ョ ッ の 同定 の 誤り と され , 同島 産 の 亜 
種 名 P. canidia juba と し て 用 いら れ て いる (白水 , 1952. また , 1932 年 Dixey が 報告 し た 発 香 鱗 の 研究 の 中 に 
対馬 産 の ア . melete の 個体 が 含ま れ て いる と い 2 (藤森 , 1962), が 真 倫 の ほど は 不明 で ある . 

対馬 か ら の P. melete の 確実 な 最初 の 記録 は 1955 年 が 最初 と 思わ れる (浦田 明夫 , 1955). その 後 今日 まで , & 
者 が 文献 を 調べ た 範囲 内 で は 計 58$ 5 * の 個体 が 報告 きれ て いる (Table D. 



























































Fig. 1. Neptis philyra, 9. 1973 June 25. Sasuna, Tsushima, Nagasaki Pref. 
Fig. 2. Pieris melete, 9. 1973 June 25. Sasuna, Ttushima, Nagasaki Pref. 
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Table 1. 対馬 産 ア . melete 採集 報告 個体 一 覧 






































































































































個体 」 採集 年 月 採 集 地 |! 採集 者 ! 報告 者 
19 | 1954.VII(VTHE).12 | 下 県 郡 厳原 町 清 水 山 清 m 明 z (18 198) 
18 | 1957 (1958 D. VL 10 | 下 県 郡 厳原 町 田淵 植 村 芳 布 | 浦田 明 夫 (1958 1960a) 
18 | 1958. VL23 上 県 郡上 対馬 町 大 増 | 西村 MEOS | E E 保 信 (1959) 
19 | 1970. VIII 12 | 上 県 郡上 県 困 佐 須 奈 | 宇野 正 dk | 宇野 E d (0975 
19 | 1972. VIL 20 | 下 県 郡 厳原 町 小 茂田 | B 田 益 朗 | 浦田 明 夫 (1974) 
19, 1973. V.5 | 下 県 郡 厳 原町 | | & = (1973) 
18 V.25 | 上 県 郡上 県 町 鹿 見 横 山 WP 夫 | 浦田 明 夫 (1973) 
18. VI(IV?). 10 上 県 郡上 県 困 佐 須 奈 | 大 熊 m| 大 熊 。 純 1973) 
19: VI. 25 | 上 県 郡上 県 町 佐 須 奈 | 高橋 昭 ! 高 橋 MAND 
19 VIL. 27 | TRARRE (* 電 (1973) 
18 VIII, 26 EGRE Eo FERT S it B 正 郎 Bg 山 1974 





























筆者 は , 1973486 月 25 日 に , 上 県 郡上 県 町 佐 須 奈 に お いて , P. melete 1 8 を 採集 し た . これ は 本 島 か ら 11 頭 目 の 
報告 に 当たる . 

この 個体 は , 写真 に み ら れ る よう に P. melete の 特徴 を も っ て お り , 同定 上 の 問題 は ほとん と ど な い . 

近似 種 ア . napi は 朝鮮 半島 に 広く 分 布 し , その 南端 まで 分 布 が 伸び て お り (Kim, 1976), 北九州 地方 に も P. napi 
は 棲 島 し て いる . また , AWT P. napi の 好 ん で 食 草 と し て いる Arabis 属 の ヤマ マハ タ ザ オ や ハマ ハタ ザ オ , あ 
る い は Rorippa 属 の イヌ ガラ シ , ミチ バタ ガラ シ が 対馬 に 自生 し て いる の で (長崎 県 生物 学会 , 1976), 今後 同島 の 
P. napi の 産 否 に つい て は 注目 する 必要 が ある . 
























































種々 御 教 示 い た だ いた 日 浦 勇 , HFX, 高橋 真弓 , 浦田 明夫 の 諸氏 , また 同行 きれ た 滝田 康 一 , 浅井 弘 三 の 両氏 に 
厚く 御礼 申し 上 げ る . 
本 稿 の 要旨 の 一 部 は , 日 本 鱗 麹 学会 束 海 支部 第 27 回 例会 (1976 年 8 月 29 日 , 静岡 市 ) に お いて 講演 し た . 
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Summary 


Tsushima, a group of rocky islands in Nagasaki prefecture, Japan, is situated in the strait 
separating the Korean Peninsula and Japan. It rouses our particular interest in the zoogeographical 
subject. 

Neptis philyra (Nymphalidae) occurs in the Far East, especially in the districts surrounding 
the Japan Sea. A female was captured from Tsushima by the author. This is the second record 
from there. It is possible to distinguish it from ssp.philyra occurring in Korea and also from ssp. 
excellens in Japan main islands, because of the better developed white spots on both surfaces. 

Pieris melete (Pieridae) is also distributed in the Far East. In 1910, Fruhstorfer described a 
new subspecies, ssp. juba, from Tsushima, but it is considered at present that he erroneously 
treated P. canidia, commonly found there, as P. melete. Since the first discovery of P. melete in 
1954, only ten individuals have so far been reported. In this report, the eleventh example is 
recorded and all of the records hitherto reported are reviewed. 





NII-Electronic Library Service 


